
用途

適用床材

性状

特徴

季節 待ち時間

夏 5~10分

春･秋 10~20分

冬 10~20分

 塗布量：人工芝の貼り付けは 500g/㎡ を目安にしてください（人工芝10㎡分で5kg缶ひと缶の使用が目安）

■ 特に夏場、人工芝は0.2〜0.3％程度、タテ⽅向に縮む場合があります。
■ 人工芝は窓ガラスに反射した太陽光の収れんにより溶ける場合があります。
  あらかじめ施工場所の安全性をご確認ください。
■ 人工芝をカットする際はカッターナイフを用い、なるべく裏面から作業してください。

 ④ 貼り付け後は十分に転圧してください。

 人工芝に関する注意事項

 接着剤（ディノグリップ505）について

 ビニール床シート、ビニール床タイル、人工芝の直貼り接着施工

 JIS F ☆☆☆☆ 適合商品 ： 建築基準法による使用の制限がありません

 人工芝の施工に関する補足事項

 コンポジションビニル床タイル、ホモジニアスビニル床材、人工芝、ビニル床シート、リノリューム

貼り付け可能時間（待ち時間後）

  30~40分 （気温25~35℃を想定）

  40~60分 （気温15~25℃を想定）

  30~40分 （気温  5~15℃を想定）

  ※ 上記時間は接着物や下地の含水率、施工条件により変わりますのでご注意ください

 主成分：ポリウレタン樹脂  外観：灰色粘性液 

 使用方法

 ① 下地の凹凸や段差を修正し、ゴミやほこり、油等の汚れを取り除き、水分は十分に乾燥させてください

 ② くし目ごてを使い、接着剤を均一に塗布してください

 ③ 塗布後は一定の待ち時間をとり、貼り付けます。貼り付けは貼り付け時間内に行ってください（上表参照）



土に施工
コンクリートや

アスファルトに施工

手順 1 路盤整地
 雑草や石などを取り除いたあと、30-0程度の
 砕石を50mmほど敷いて転圧します。その後
 川砂を30mmほど敷いて表面を平らにします

手順 2 防草シート  防草シートを敷きます

手順 3 仮敷き

手順 4 固定

 ① 仮敷きが終わり次第、つなぎ目の 下に
   ジョイントシートを敷く
 ② ジョイントシートに接着剤を均一に伸ば
   して塗布してください
 ③ 塗布した接着剤の待ち時間が経過したら
   つなぎ目を調整しながら貼り合わせます
 ④ 接着部分をしっかり転圧します

 ※ ジョイントシートは必ずしも必要ではありません

手順 5 釘

注5）釘を打ち込む際は、芝を巻き込まない
   ように打ち込んでください

 釘は50cm間隔を目安に外周部分に打ち込み、
 風の影響を受けやすい場所や、人の出入りが
 多い場所、雨水桝の周囲等には釘を多めに
 使用してください

 ※釘のみで施工する際は、人工芝のつなぎ目
  部分にも50cm間隔を目安に釘を打ち込んで
  ください

手順 6 仕上げ
 施工後、人工芝のパイルが全体的に倒れて
 いる場合は、デッキブラシ等でパイルを
 起こしてください。

 施工後、人工芝のパイルが全体的に倒れて
 いる場合は、デッキブラシ等でパイルを
 起こしてください。

養生期間  目安：１日  目安：１日

人工芝

注1）開梱時、ロールの両サイド端部のパイルが倒れている場合は1〜2列目で切り捨てると
    つなぎ目がきれいに仕上がります
注2）施工後、主に鑑賞する方向に芝目の先が向いているときれいに見えます
注3）複数のロールを施工する際、芝目の向きはすべて揃えてください
注4）人工芝の裁断はカッターナイフを用い、基本的に裏面からカットしてください。
    ただし、 雨どいや雨水桝がある場所では表面からカットします      （裏面参照）

 上記の「注）」を参考に、割付図に従って人工芝をカットし、広げます

・下地のゴミや埃を取り除きます
・勾配を確認してください
・下地に凹凸がある場合は補修し、
 平にしてください

 仮敷きが終わり次第、接着剤もしくは
 人工芝用両面テープ(現場手配)を用いて
 路盤に貼っていきます

※ 専用の接着剤を用いる際の 目安として
  人工芝10㎡に対して5kg缶を１缶使用
  してください

 その際、人工芝と下地の間に水が溜まらない
 よう、接着剤は勾配に平行に塗布します
（※ 下図参照）

 施工手順と注意点




